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　戦前は純農村地域であったが、近年市街地に隣接する地域として急激に住宅化が進み、通勤にも

便利なためマンション等の建設も多く都市化が進んでいる。しかし、現在はそれ以上のドーナツ化

現象のため、高齢化率も高くなり人口は横ばい状態となっている。そういう中にあって、地域住民間

の連帯感が薄れつつあり、近隣間のコミュニケーションがスムーズにいっていない地域が増えるな

ど新たな問題が顕在化し、昔からの地域事情に若干の変化も見えてきている。

【地区の特色】

どろんこ運動会

【地域住民からみた地域の状況】

素鵞地区
そ が

人　口：18,623人（高齢化率29.8％）

世帯数：11,511世帯

・比較的便利で市内外へも行きやすい　・商店街がある　・高齢者の施設も多い
・市内の大きな病院を含め個人病院へも通いやすい　・公共交通の便がよく住みやすい
・教育関連機関や生活関連施設が多い　・若い世代の後継者が育っている
・まちづくり協議会や民生・児童委員、公民館関係者の連携がとれており、活動が活発
・楽しい行事があり、地域住民が協力的（どろんこ運動会）　
・登校時小中学生の見守り隊（保護者による旗当番）と地域の人による小中学生の見守り
・高齢者が気軽に相談できる窓口『そがのよりみち』（包括支援センターとの連携）
・公民館が改修され、エレベータや段差解消スロープの設置等バリアフリー化されたこ
とにより、高齢者や車いすの方が利用しやすくなった

・高齢者世帯の増加（認知症や頼れる人がいないなどの課題）
・マンションが多く、把握と見守りがむずかしい　・空き家の増加（防犯・倒壊の危険）
・組織役員の後継者不足　・子どもがいる世帯が増えない
・健康診断の受診率が低い
・防災訓練を行っているが、実際に支援の必要な世帯（高齢者・障がい者）の参加が少ない

・独居高齢者世帯が多い　・高齢者世帯が多い　・空き家が増えている　
・道路が狭く緊急車両が入れない　・マンション住民との交流が少ない
・仕事など忙しく地域の手伝い等してくれる人の人材不足　・健康診断の受診率が低い
・各種団体の役員、代表者、お世話人さんの後継者のなり手が少ない
・子どもの数が減っている　・子ども会や町内会に入らない世帯が増えてきている
・一部、公民館や集会所がない町があり、集まれる場がない
・低所得者でも安心して入所できる高齢者施設が地区内にない
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素鵞地区社会福祉協議会

構成団体

主な取り組み

年2回、7,400部をカラー版で作成し、地域福祉に関する情報を発信す
るために全戸配布しています。

社協・民協・まち協・自主防災など地域内の各団体が日頃から連携し、
定期的に防災についての会議や訓練を行っています。

包括支援センターや各団体と連携し、健康増進・生活習慣病の予防の
ためセルフケア通信の発行や周知の協力、認知症についても認知症サ
ポーター養成講座やチームオレンジの立ち上げに協力しています。

活動内容

福祉講座（10月頃）
　福祉課題の中でテーマを変えながら地域住民を対象に福祉講

座を開催しています。毎年、分かりやすい内容を提供していること

から多くの地域住民の参加があり、好評をいただいています。

　かねてより独居高齢者が市内で多い地区ですが、近年は、新興住宅地の増加に伴いマ

ンションが増えている地区です。そのため、民生委員・児童委員をはじめとする多様な福

祉活動が求められます。また、地区防災活動訓練を中心として、中学校を拠点に地区住民

参加による取り組みは、連携を促進する上で重要な活動であるといえます。この活動を軸

としながら、地区社協構成団体が連携・協働し住民ニーズに基づく福祉講座の開催が行

われています。今後は地域課題である独居高齢者対策として、集いや見守り活動など地

域福祉活動の新たな取り組みが期待できる地域だといえるでしょう。

＜地区社協が目指すもの＞
　素鵞地区は、2万人近くの人口となり高齢者が多く、独居高齢者や生活保護受給者も多くいます。

交通の便が良く買物や病院へ通いやすく、生活関連施設等も充実しています。毎年、拓南中学校に

て松山市消防城東支署の協力を仰ぎながら生徒と一緒に炊き出し、AED体験、ドローンによる撮

影、マップ作りなどの防災活動訓練を行っており、地区全体として防災関係に力を入れています。ま

た、まちづくり協議会や他団体と連携しながら少しでもあたたかさを感じられる地域づくりを目指

します。

福祉だよりの発行

防災への取り組み

健康についての取り組み
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■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 令和2年度

49名
3名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

44団体

9クラブ

10団体

29組織

＜拠点＞　松山市中村3丁目2-34（素鵞公民館内）　　TEL：089-931-2745

地区民協・町内会連合会・共同募金会・公民館・サロン代表者・高齢クラブ連合会

まちづくり協議会・自主防災連合会

石手川　南に広がる　そが福祉
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　道後地区は、政治、経済、文化の中心として古くから発展しており、まさに「道後温泉」の名を冠と

した歴史と文化の由緒ある地区名である。道後温泉本館の南東の方角に中世後期に伊予国を支配

した河野氏の湯築城跡や子規記念博物館がある道後公園、また、東に四国八十八ヶ所51番札所

「石手寺」など観光客や地区住民が訪れる憩いの場となっている。

【地区の特色】

道後公園　湯築城資料館

【地域住民からみた地域の状況】

道後地区
ど う ご

人　口：11,142人（高齢化率25.6％）

世帯数：5,302世帯

・道後温泉や道後公園などの観光資源が多い　　
・平坦な土地で、災害も少なく住みやすい　・治安がよい　
・中心市街地に近く通勤、通学等に便利である　・駅周辺地域は交通の便がよい
・病院、スーパー、学校など生活関連施設に恵まれており、移動図書館や移動スーパーも
来るなど生活に便利である
・転校生が多い地域であるが、子どもたちが溶け込みやすい環境にある
・教育熱心な地区であり、通学路の見守り活動等も盛んである

・孤立した高齢者の増加　
・高齢者は公民館、分館の階段が困難で利用しにくい（エレベーターがない）
・一部移動手段の不便な地域がある（石手白石・新石手）　・住民の防災意識が低い
・自主防災組織が一部団体に限られており、災害時に連携がとれるか不安がある
・地域行事への参加者が少ない　・役員やお世話役、活動に関わる後継者不足
・マンションの増加や転勤族が多いため、近所づきあいが希薄化している
・人が集まり、活動する場所が少ない　・地域福祉サービス事業の活動がない

・高齢者世帯の増加　・空き家が増えてきている
・自力で移動できない高齢者には、交通に不便な地域が一部ある（石手白石・新石手）
・公民館、集会所の老朽化　　
・集会所が少ない（駐車場が少ない）
・マンションなど、町内会に入らない世帯が増加している　
・児童が遊べる公園が少ない
・土地の価格が高く、家賃が高い
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※道後・湯築地区の合計データ
年齢階層別人口

道後地区社会福祉協議会

構成団体

主な取り組み
地区内の社会資源やバリアフリーの整備状況など福祉分野の情報に
加え、防災の視点も取り入れたMAPを作成し、地域住民全戸に配布し、
役立ててもらっています。

毎年1回、サロン代表者・世話人交流会を開催し意見交換を行うなど、
3サロン（いきいき2、地域交流1）の支援を継続して行っています。

道後・湯築地区社協が合同で、年度２回、高齢者の生活など福祉全般
および防災に関する講演会を開催しています。

活動内容

道後小3年生道後温泉入浴体験
　道後小学校と協働し、毎年10月頃3年生児童を対象に歴史的建

造物である道後温泉本館において地域の歴史を学ぶとともに、公衆

浴場での入浴体験を通して入浴マナーの向上を図ることを目的とし

て、平成24年度から実施しています。※本館保存修理工事中は飛鳥

乃湯泉に場所を変え、コロナ禍に伴い周辺施設の見学のみ実施。

　歴史的、文化的拠点として観光地、商業地、住宅地として調和のとれた比較的災害の少

ない暮らしやすい地区です。閑静な住宅地にはマンションが立ち並び転入者が多い一方

で、町内会の未加入率の増加や高齢者世帯の増加などにより地域活動や行事運営に課

題を有するなか、地域特有の社会資源を活かし工夫を凝らした取り組みが特徴的といえ

るでしょう。とりわけ小学生への道後温泉入浴体験の取り組みは、子どもたちに入浴マ

ナーの習得や多世代との交流を「入浴体験」を通して学んでもらい、地域の歴史だけでな

く文化や風習への理解を深化させる貴重な機会となっています。こうした経験の蓄積が

地域への愛着をさらに育むことでしょう。

＜地区社協が目指すもの＞
　道後地区は、道後温泉をはじめ子規記念博物館、湯築城跡のある道後公園など類をみない文化

財や史跡があります。道後地区社協では「支え愛　湯ったり暮らせる　道後の福祉」を基本理念と

し、温泉で育まれた温かさと支え合う心を大切にした福祉活動を目指しています。また、地区の福

祉課題でもある防災関連についても地区社協はもとより、関係機関・団体との連携・協働を推進し

ていくことにより、地域ぐるみで防災意識の向上を図るとともに、子どもや高齢者、障がい者に優し

く暮らしやすいまちづくりを目指していきます。

福祉＆防災MAPの作成

サロン交流会の開催

福祉講座の開催

地
区
の
状
況

■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 ―

22名
2名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

27団体

2クラブ

0団体

3組織

地区民協・町内会連合会・自主防災連合会・小学校・中学校・公民館・支所

高齢クラブ連合会

支え愛　湯ったり暮らせる　道後の福祉
ささ あい ゆ

ささ あい ゆ
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地域カルテ ～地区ごとにみる地域特性～
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